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概要
厚生労働省が行っている「新規学卒者の就職離職状況調査Jでは， 新卒者の 3 年以内
離職率を調査し公表している． さらに勉学に励むために大学院へ進学する者もいるが，
多くの大学生にとっては大学が最終学歴であり， 大学を卒業すれば社会へ出て何らかの
職業に就く ． 学生の聞は学業， 社会人になれば勤労に従事するということを， ある世代
集団が担い次の世代が引き継ぐことで， 少しずつ社会を発展させてきた ． ところが， 昨
今の若者は， 学びからは逃走し， 労働からも逃走するという ． ここ数年は景気に改善が
見られ就職率もかなり良くなったとはいうものの， 学生たちは就職活動でかなり苦労し
ている ． それにもかかわらず， 苦難を経て獲得した就職先で、あっても， イメ ー ジしてい
た仕事内容と違いがあること等を理由に， あっさり職場を辞めてしまう． 就職してから
3 年の聞に中学卒だと 7 割， 高校卒だと 5 害1）， 大学卒だと 3 害ljが離職をしているという
問題である． このような労働問題に対して様々な方向から検証がなされ， 在学中の学び
や生活と職場における主体的な行動との関係， 就職活動や学生生活と職場組織への適応
力との関係などが調査研究されている ． 本稿では， 社会人基礎力を少しばかり高めて満
足のいく就職活動を行い， さらに大学卒業後の勤労環境へ円滑に移行できるように， 4
年次の卒業研究履修のために研究室配属された就職活動中のゼミ学生に対して行った，
学び合いを通じたインクノレー シブ
p
なキャリア研修ゼミの 一事例を報告する．
キーワ ー ド． 社会人への移行， 情報と職業， 社会人基礎力， インクノレー シブ
‘
教育， 学び合い
1 労働からの逃走
雇っているアルバイトの中に優秀な人材がし、たので， 正社員にならなし、かと誘ったが，断られ
た ． 仕事ぶりを買って，新規プロジェクトの責任者になってくれと頼んだら， その部下は会社を
辞めてしまった． アルバイトならいつでも辞められるが，正社員になったら辞めにくくなるから
嫌だ ． 早めに仕事を切り上げてコンサ ー トへ行ったり，繁忙期に休暇を取って旅行にも行けなく
なる ． 要は， 責任あるポストに就いたら自由がなくなるということが理由らしい． 経営者や上司
を悩ませている， 近頃の若者の理解できない行動として取りざたされている話である［l].
景気に少しばかり改善が見られるようになり，近年は学生の就職率もかなり良くなってきては
いる ． 複数の内定を獲得する学生がし、る一方で， なかなか就職先が決まらず， 卒業直前になって
何とか就職先を獲得する学生がいるのも事実である． また，実際に就職率が改善してきていると

















